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類推における競合状態の解消メカニズムの分析

学位論文内容の要旨

  本論文は全8章からなり、類推で用いられる制約を特定し、その競合状態の解消の仕組みを

解明しようとしたものである。類推で用いられる制約としては、これまで、システム性の原理、

実用性の原理、表層的類似性が考えられてきたが、本論文ではこれらの制約の競合を解消する

制約として、診断陸の原理が使われる可お眦について一連の実験によって体系的に分析してい

る。さらに、類推的思考を判断基準どうしの競合という観点でとらえなおし、類推以外にも、

類似陸判断、意思決定など丶競合を解消するために使われる共通の推論コンボーネントの存在

について考察している。

  第1章では、これまでGentnerら/J掘唱してきたシステム性の原理が、類推研究における規

範的なモデルと考えられることを説明しつつ、システム性の原理以外にも、実用性の原理、表

層的類似性、診断性の原理が制約として用いられる可能性を指摘している。そして、以下の章

で は 、 そ の 考 察 を 実 証 的 に 吟 味 す る た め に 、 6つ の 実 験 を 行 っ て い る 。

  第2章における第1実験は、本論文で採用した裁判場面を用いた類推課題でも先行研究と同

じ傾向が見られるかを調べるために行われ、その課題の適切性を確認している。また、第3章

の第2実験では、第1実験の結果を更に詳しく分析するために、予測を行うときに差異判断を

行うことを被験者に求めている。第1実験の分析結果より、予測において深層構造を重視した

被験者ほど丶導き出した判決予測が実際の裁判と一致し、また予測に対する確信度も高まる傾

向が示された。しかし、ベース事例とターゲット事例の間で、深層構造の共有関係が成立して

いるが文脈的にかけ離れているべース事例が提示された条件でも、深層構造の認識と対応して

予測に対する確信度も高まる傾向が示された。この結果をうけて、第2実験では、類推によっ

て予測を行うときに、差異判断を行うよう被験者に教示し、類推場面において差異判断によっ

て弓fき起こされる競合状態について考察している。‘

  実験結果の分析より、夕ーゲットとべースとの間の深層構造の共有が重視されることによっ

て、それが思考の枠組みとして変化しにくくなるという可能性が示唆された。類推場面におけ

る過信傾向はこれまでの研究文脈では見逃されてきた現象である。

  第4章では、深層構造の類似カ繊な事例と、表層的特徴の驀弛｜が優位な事例からなるべー

ス事例のセットを被験者に提示し、夕ーゲットに対して最適な類似度をもつべースを定めにく

い競合状態を設定した第3実験を行っている。さらに、第5章における第4実験では、競合す
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る類似を表層的特徴の類似に限定し、そのような競合状況においても、診断性の原理が競合の

解消に用いられるかどうかを調べている。

  第3実験の結果は、提示されるべース事例の組み合わせによって、夕ーゲットに対するべー

スの類似度評定が変化し、また、予測に対して表層的特徴の重要性が変化することが示された。

すなわち、深層構造における類似性と表層的特徴とが競合する場面では、類似度評定において

診断性の効果が見られ、予測を導き出す段階でも表層的特徴の重要性が増す可能性が示唆され

た。第4実験の結果では、裁判という極めて表層的な特徴の類似でも、診断性の原理によって

診断的な価値が変動することが示された。

  第6章における第5実験では、夕ーゲットとべースとの間で深層構造が共有されているだけ

では、特徴の重要性に変化が見られないことが示された。それに対して、実用的な価値を持つ

深層構造どうしが競合する場面を設定した第6実験では、提示されるべース事例の組み合わせ

によって、類推に対して深層構造の重要性が変化し、類推予測や予測に対する確信度評定も変

化することが示された。したがって、類推場面で意味のあるべースの候補となるためには、深

層構造が類似しているだけでは不十分で、実用的な意味でも類似したものであることが必要で

あることが明らかにされたといえる。この2つの実験結果は、これまで暗黙のうちに想定され

てきた深層構造の自明性を明確に否定するものといえ、深層構造が深層構造として認識される

ための条件を明らかにしている。

  第7章では、性差が類推予測に及ぼした影響について、第1実験から第6実験までのデータ

を再分析した。本論文の目的は類推場面での競合状態を分析することであるため、本来は、類

推に影響を及ぼす要因として´阯差を含まない。しかし、第1章で考察したエキスバートと初心

者の推論の比較から、当該の領域に固有な知識の多少が類推に影響を及ぼすことが予想され

る。したがって、第7章では、当該領域に関する知識量を変化させる要因として性差を考え、

これが類推予測に及ぼす影響について考察している。

  分析結果より、実験条件の操作による有意な変化が一方の性では顕著に現れ、もう一方の性

では現れないという興味深い結果が示された。すなわち、夕ーゲット領域の知識の多い少ない

と いっ た 個人差 が、類推の プロセス に影響を 及ぼすこ とが示さ れたとい える。

  最後に、第8章では、本論文の実験結果をまとめ、第1章で提示した競合状態を解消する制

約として、診断性の効果が用いられているという仮説の妥当性について考察している。また、

本論文で扱う競合状態が、類推のみならず、様々な思考においても見られること、そして、競

合 状 態 の 解 消 に 共 通 し た 方 略 が 用 い ら れ る 可 能 性 に つ い て考 察 し てい る 。

  以上のように、本論文は類似性を基盤として、類推における競合解消過程の体系的分析によ

っ て 、 様 々 な 思 考 を 関 連 づ け る こ と が 可 能 で あ る こ と を 示 し て い る 。



学位論文審査の要旨

学 位 論 文 題 名

類推における競合状態の解消メカニズムの分析

  本論文は類推で用いられる制約を特定し、その競合状態の解消の仕組みを解明しようとした

ものである。類推で用いられる制約としては、これまで、システム性の原理、実用性の原理、

表層的類似性が考えられてきたが、本論文ではこれらの制約の競合を解消する制約として、診

断性の原理が使われる可能陸について一連の実験によって体系的に分析している。さらに、類

推的思考を判断基準どうしの競合という観点でとらえなおし、類推以外にも、類似性判断、意

思決定など丶競合を解消するために使われる共通の推論コンボーネントの存在について考察し

ている。

  第1章では、これまでGentnerらが提唱してきたシステム性の原理が、類推研究における規

範的なモデルと考えられることを説明しつつ、システム性の原理以外にも、実用性の原理、表

層的類1以性、診断性の原理が制約として用いられる可能性を指摘し、十分な展望論文となって

いる。

  第2章から第3章までの2実験によって、本論文で採用した裁判場面を用いた類推課題の適

切性を確認している。実験結果より、夕ーゲットとべースとの間の深層構造の共有が重視され

ることによって、それが思考の枠組みとして変化しにくくなるという可能性が示唆された。こ

の傾向はこれまでの研究文脈では見逃されてきた現象であり、今後の類推研究に新たな興味深

い視点を導入した。ただし、第2実験でtま差異判断を行う前の反応が、第1実験の結果と大き

く異なっており、第1実験の結果に対して一貫した解釈を行うことができない。この点につい

ては、今後の再吟味が必要と言えよう。

  第4章の第3実験、第5章における第4実験では、競合する類似を表層的特徴の類似に限定

し、そのような競合状況においても、診断陸の原理が競合の解消に用いられるかどうかを調べ

ている。第3実験の結果から、深層構造における類似性と表層的特徴とが競合する場面では、

類似度評定において診断陸の効果が見られ、予測を導き出す段階でも表層的特徴の重要陸が増

す可能性が示唆された。第4実験の結果では、裁判という極めて表層的な特徴の類似でも、診

断性の原理によって診断的な価値が変動することが示された。以上の2つの実験結果は、それ
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それの制約の調整のプロセスが、類推において重要な役割を担っていることを明らかにした点

で、心理学的に重要な知見と言えよう。

  第6章の第5実験では、夕ーゲットとべースとの間で深層構造が共有されているだけでは、

特徴の重要性に変化が見られないことが示された。それに対して、実用的な価値を持つ深層構

造どうしが競合する場面を設定した第6実験では、提示されるべース事例の組み合わせによっ

て、類推に対して深層構造の重要性が変化し、類推予測や予測に対する確信度評定も変化する

ことが示された。この2つの実験結果は、これまで暗黙のうちに想定されてきた深層構造の自

明性を明確に否定するものといえ、溺ミ層構造がi摺構造として認識されるための条件を明らか

にしたといえる。

  第7章では、性差カ瀕推予測に及ばした影響について、第1実験から第6実験までのデータ

を再分析している。本論文の目的は類推場面での競合状態を分析することであるため、本来は、

類推に影響を及ぼす要因としで陸差を含まない。しかし、第1章で考察したエキスバートと初

心者の推論の比較から、当該の領域に固有な知識の多少が類推に影響を及ばすことが予想され

る。分析結果より、実験条件の操作による有意な変化が一方の性では顕著に現れ、もう一方の

性では現れないという興味深い結果が示された。すナょわち、夕ーゲット領域の知識の多い少な

いと いった個 人差が、類推のプロセスに影響を及ぼすことが示されたといえる。

  最後に、第8章では、本論文の実験結果をまとめ、第1章で提示した競合状態を解消する制

約として、診断性の効果が用いられているという仮説の妥当性について考察している。また、

本論文で扱う競合状態が、類推のみならず、様々な思考においても見られること、そして、競

合 状 態 の 解 消 に 共 通 し た 方 略 が 用 い ら れ る 可 能性 に つ いて 考 察し て い る。

以上のように、本論文は類似性を基盤として、類推における競合解消過程の体系的分析

によって、様々な思考を関連づけることが可能であることを示した。このことは、今後

の思考心理学の領域において重要な視点と知見をもたらしたと言え、高く評価できる。

ただ、一般論であるが、被験者が課題を充分に理解レているかどうかの統制群設定の可

能性について、伝統的バラダイムを利用した実験手続きを再吟味することも必要である

ことが指摘された。このように、今後の課題がいくっか散見されるものの、独創的な実

験条件設定により、多くの新しい知見をもたらしていることからこ当審査委員会は本論

文の著者平真木夫氏に博士（行動科学）を授与することが妥当であるとの結論に達し

た。


